
会
議
で
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
「
機
動
的
な
財
政
政
策
」
に

よ
り
職
場
が
、
昨
年
度
の
大
型

補
正
予
算
に
加
え
て
本
年
度
の

予
算
執
行
に
大
き
な
負
担
を
強

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

さ
ら
に
災
害
対
応
も
頻
発
し

て
お
り
、
業
務
の
高
度
化
・
過

密
化
が
益
々
進
行
し
、
そ
の
結

果
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
疾
患
な

ど
職
員
の
健
康
被
害
が
増
加
の

一
途
と
な
っ
て
お
り
、
世
間
で

問
題
と
な
っ
て
い
る
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
の
官
庁
版
と
も
言
え
る
状

況
に
あ
る
こ
と
。

加
え
て
平
成
二
六
年
度
概
算

要
求
で
は
対
前
年
比
一
七
％
増

の
事
業
費
が
要
求
さ
れ
て
い
る

こ
と
等
が
発
言
さ
れ
、
ユ
ニ
オ

ン
と
し
て
「
健
康
を
守
る
」
課

題
を
一
層
重
視
し
て
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

賃
金
問
題
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
末
終
了
す
る
「
特
例
法
」

の
延
長
を
許
さ
な
い
た
め
、
管

理
職
員
等
で
あ
る
専
門
官
等
以

上
職
員
を
中
心
に
、
職
場
の
多

く
の
職
員
か
ら
「
特
例
法
延
長

反
対
」
の
署
名
を
集
め
、
一
二

月
に
総
理
大
臣
・
総
務
大
臣
に

提
出
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
管
理
職
員
の
超
過
勤

務
手
当
支
給
の
課
題
で
は
管
理

職
員
自
ら
が
処
遇
改
善
を
目
指

し
た
運
動
と
し
て
「
超
勤
時
間

報
告
」
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
時

・
深
夜
に
お
け
る
超
過
勤
務
手

当
の
支
給
問
題
は
引
き
続
き
重

点
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
行

き
ま
す
。

再
任
用
の
問
題
で
は
、
平
成

二
六
年
度
か
ら
採
用
さ
れ
る

「
義
務
的
再
任
用
（
フ
ル
タ
イ

ム
勤
務
）
」
に
つ
い
て
、
現
在

当
局
が
フ
ル
タ
イ
ム
の
勤
務
形

態
を
否
定
し
、
三
～
四
日
の
短

時
間
勤
務
の
再
任
用
を
強
要
し

よ
う
と
し
て
い
る
動
き
に
対
し

て
、
関
東
支
部
で
作
成
し
た
資

料
（
二
面
参
照
）
な
ど
を
参
考

に
、
年
金
支
給
ゼ
ロ
と
な
る
二

六
年
度
か
ら
の
再
任
用
者
の
生

活
は
厳
し
く
な
る
こ
と
が
改
め

仕
事
の
問
題
で
は
、
国
民
一

人
当
た
り
約
一
，
〇
〇
〇
万
円

の
借
金
を
抱
え
て
い
る
国
の
財

政
事
情
の
中
で
は
、
不
要
・
不

急
の
大
型
工
事
よ
り
防
災
・
減

災
工
事
や
生
活
密
着
、
維
持
修

繕
工
事
を
重
視
、大
型
工
事
は
、

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
内
部
留
保
を

増
や
せ
ど
、
景
気
の
刺
激
政
策

に
は
な
ら
な
い
。
等
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

う
し
た
内
容
を
ま
と
め
た
仕
事

の
政
策
（
素
案
）
を
、
職
場
で

議
論
・
補
強
し
、
次
期
大
会
に

成
案
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
事

を
目
標
に
し
て
い
く
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
今
も
職
場

で
横
行
し
て
い
る
パ
ワ
ハ
ラ
の

実
態
に
対
し
て
、
ユ
ニ
オ
ン
と

し
て
調
査
団
を
組
織
し
職
場
に

入
り
行
動
し
た
教
訓
も
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

後
を
絶
た
な
い
パ
ワ
ハ
ラ
に

対
し
て
、「
パ
ワ
ハ
ラ
を
さ
せ

な
い
」
「
し
な
い
」
を
合
い
言

葉
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
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特
例
法
延
長
反
対
の
署
名
行
動
を
実
施

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
の
実
現
を
最
後
ま
で
追
求

＝
＝
全
国
活
動
者
会
議
開
催
さ
れ
る
＝
＝

一
〇
月
五
～
六
日
の
二
日
間
に
渡
り
、
豊
橋
市
に
お
い
て
二
〇
一
三
年
度
全
国
活
動
者
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
支
部
か
ら
四
七
名
が
参
加
し
、
職
場
や
管
理
職
を
取
り
巻
く
情
勢
認
識
を

一
致
さ
せ
な
が
ら
、
今
後
の
運
動
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

仕
事
の
政
策
（
素
案
）
を
発
表

職
場
の
議
論
で
補
強
を

て
確
認
さ
れ
、
今
後
一
層
定
年

延
長
を
基
本
に
据
え
な
が
ら
早

急
に
義
務
的
再
任
用
、
フ
ル
タ

イ
ム
勤
務
実
現
を
当
局
に
迫
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
年

金
支
給
開
始
ま
で
、
安
心
し
て

働
き
、
生
活
す
る
た
め
に
、
運

動
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
、
昇
格
運
動
で
は
管

理
職
員
の
唯
一
の
賃
上
げ
と
な

る
昇
格
改
善
、
特
に
六
級
昇
格

の
後
退
を
許
さ
ず
改
善
を
勝
ち

取
る
た
め
に
、
府
県
を
跨
る
職

務
の
職
責
評
価
を
引
き
上
げ
さ

せ
る
運
動
を
取
り
組
む
こ
と
も

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
課
題
を
中
心

に
二
日
間
で
五
二
名
の
仲
間
が

発
言
し
運
動
方
針
が
補
強
さ
れ

ま
し
た
。

後
を
絶
た
な
い

パ
ワ
ハ
ラ
！



来
年
か
ら
は
、
短
時
間
勤
務

者
の
年
金
支
給
は
、
六
一
歳
の

誕
生
日
の
翌
月
か
ら
で
す
。（
年

金
支
給
は
、
誕
生
月
の
翌
月
一

日
が
基
準
日
と
な
り
、
翌
月
か

ら
の
支
給
で
、
さ
ら
に
二
ヶ
月

に
一
度
の
支
給
と
な
る
た
め
一

月
生
ま
れ
以
降
は
実
際
の
支
給

は
後
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
）

よ
っ
て
、
短
時
間
勤
務
者
は

生
ま
れ
月
に
よ
っ
て
、
年
収
が

異
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
者

は
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

左
表
は
、
ユ
ニ
オ
ン
関
東
支

部
が
行
っ
た
、
勤
務
日
数
が
週

三
日
と
四
日
の
三
級
再
任
用
者

の
生
ま
れ
月
別
年
収
と
、
三
級

再
任
用
者
で
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務

者
の
年
収
比
較
で
す
。

こ
の
試
算
に
よ
り
ま
す
と
、

週
三
日
勤
務
者
の
年
収
は
、
四

月
生
ま
れ
も
含
め
て
、
フ
ル
タ

イ
ム
勤
務
者
の
年
収
を
下
回

り
、週
四
日
勤
務
者
の
年
収
は
、

七
月
生
ま
れ
ま
で
は
フ
ル
タ
イ

ム
勤
務
者
の
年
収
を
上
回
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

（
収
入
に
よ
る
年
金
頭
打
ち
は

考
慮
せ
ず
）

こ
の
試
算
は
、
年
金
を
年
間

一
六
〇
万
円
相
当
と
想
定
し
、

こ
れ
に
給
与
所
得
を
加
え
、
月

別
に
置
き
換
え
比
較
し
た
も
の

で
す
。
こ
れ
に
は
諸
手
当
が
加

算
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
し
、
年
金

に
も
各
個
人
に
よ
り
差
が
あ
り

ま
す
の
で
、
平
均
的
な
最
低
の

収
入
と
な
り
ま
す
。

年
金
支
給
開
始
年
齢
に
な
れ

ば
、
年
間
一
六
〇
万
円
加
算
さ

れ
ま
す
か
ら
、
四
日
勤
務
四
五

〇
万
円
、
三
日
勤
務
三
八
〇
万

円
（
こ
れ
ら
か
ら
税
金
・
年
金

掛
け
金
が
引
か
れ
ま
す
）
と
な

り
一
息
つ
け
ま
す
が
、
年
金
支

給
開
始
年
齢
が
二
年
で
一
歳
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
年
金
支
給
開
始
年
齢
ま
で

の
間
の
生
活
は
き
わ
め
て
厳
し

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

以
上
の
試
算
は
、
あ
く
ま
で

も
収
入
だ
け
を
考
え
た
も
の
で

す
が
、
実
際
は
、
さ
ら
に
、
こ

れ
ら
の
収
入
か
ら
所
得
・
住
民

税
や
共
済
年
金
（
厚
生
年
金
）

掛
け
金
な
ど
が
差
し
引
か
れ
ま

す
。右

表
は
、
国
土
交
通
省
の
事

務
所
の
元
課
長
で
、
今
年
度
よ

り
他
省
で
再
任
用
さ
れ
た
方
と

国
土
交
通
省
で
再
任
用
さ
れ
た

方
の
給
与
明
細
で
す
。

他
省
で
再
任
用
さ
れ
た
元
課

長
は
、
五
月
に
四
月
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
四
級
格
付
け
と
な
り
、

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
国
土
交
通
省
に
再
任

用
さ
れ
た
元
課
長
は
、
週
三
日

勤
務
の
短
時
間
勤
務
で
三
級
格

付
け
で
す
。

す
で
に
、
収
入
の
分
野
で
大

き
く
差
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、

短
時
間
勤
務
者
は
、
医
療
保
険

な
ど
の
使
用
者
負
担
分
を
本
人

が
支
払
う
こ
と
に
な
り
、
控
除

金
額
は
大
き
く
な
り
ま
す
。

年
間
支
払
う
も
の
な
ど
も
月

別
に
平
均
し
て
収
入
か
ら
差
し

引
く
と
、
上
表
の
通
り
、
三
級

で
週
三
日
勤
務
の
再
任
用
者
間

実
質
的
な
月
収
は
、
七
万
円
を

切
り
ま
す
。

個
人
に
よ
っ
て
、
地
域
手
当

や
税
金
な
ど
に
差
は
あ
り
ま
す

が
、一
定
の
目
安
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
で
は
年
金
支
給
ま
で
の

期
間
の
生
活
は
大
変
で
す
。

一
〇
月
一
五
日
の
総
務
省
交

渉
で
、「
閣
議
決
定
の
趣
旨
は
、

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
で
あ
っ
て
、

短
時
間
勤
務
は
例
外
」
と
総
務

省
は
回
答
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
給
与
実
態
を
見
れ
ば
「
フ

ル
タ
イ
ム
勤
務
が
基
本
」
は
当

然
で
す
。

当
局
は
、
直
ち
に
希
望
者
全

員
を
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
で
採
用

す
る
た
め
の
工
夫
を
す
べ
き
で

す
。

生月 内訳 ４日勤務 ３日勤務
年金 1206000 1206000
給与 2907889 2289649
計 4113889 3495649

年金 1072000 1072000
給与 2907889 2289649
計 3979889 3361649

年金 938000 938000
給与 2907889 2289649
計 3845889 3227649

年金 804000 804000
給与 2907889 2289649
計 3711889 3093649

年金 670000 670000
給与 2907889 2289649
計 3577889 2959649

年金 536000 536000
給与 2907889 2289649
計 3443889 2825649

年金 402000 402000
給与 2907889 2289649
計 3309889 2691649

年金 268000 268000
給与 2907889 2289649
計 3175889 2557649

年金 134000 134000
給与 2907889 2289649
計 3041889 2423649

年金 0 0
給与 2907889 2289649
計 2907889 2289649

年金 0 0
給与 2907889 2289649
計 2907889 2289649

年金 0 0
給与 2907889 2289649
計 2907889 2289649

年金
給与
計

フルタ
イム勤
務

0
3634863
3634863

4

5

6

7

8

9

10

11

12

生まれ月別年収比較

1

2

3

来年から発生する無年金期間

週３日勤務３級で月収７万円弱

こ
れ
で
は
生
活
で
き
な
い


